
                                 

 
 

Ⅰ．第２期の評価基準による薬学教育（６年制）第三者評価について 

 

 薬学教育評価機構（以下、機構）による薬学教育第三者評価は、分野別評価として2013年度か

ら開始され、2019年度には74大学全てが受審することにより第１期（サイクル）が終了しました。

この間、2017年度から施行された「学校教育法施行規則の一部を改正する省令」（平成28年文部科

学省令第16号）では三つの方針（ポリシー）の一体的な策定と公表が求められ、また新学習指導

要領において「学力の３要素」が「資質・能力の三つの柱」とされ、この「資質・能力」が高大接

続改革によって初等・中等教育だけでなく高等教育まで通貫する教育目標として位置づけられま

した。そこで、2018年度に第３サイクルを迎えた機関別認証評価においては、「内部質保証の重

視」と共に、「三つの方針（ポリシー）に基づく大学教育」、「学修成果の評価」などを中心とし

た評価制度の改善・発展により、各大学に対して教育の質向上を求めています。 

薬学教育第三者評価の第１サイクルでは、プロセス基盤型教育に基づいたモデル・カリキュラ

ムに準拠した教育が求められる中で、薬学におけるアウトカム重視の全人的教育の質保証として、

ヒューマニズム教育や医療倫理教育、コミュニケーション能力・自己表現力、問題解決能力の醸

成教育における「目標達成度」や「総合的な学習成果」に関する自己点検・評価が大学に求めら

れました。こういった評価は、2015年度入学生から開始された「学習成果基盤型教育」に基づい

た改訂薬学教育モデル・コアカリキュラムによる教育にも適用され、自己点検・評価が行われて

きました。 

こういった中で、機構は、第三者評価の第２サイクルの評価に向けて、今後社会から求められ

る薬学教育および薬剤師養成の在り方を鑑み、薬学分野別評価としての第三者評価においても、

「内部質保証を重視した評価制度」を基盤とした「三つの方針（ポリシー）に基づく大学教育の

質の転換」、さらには「学修成果にかかる評価の充実」が教育の質向上に向けた重要な基軸とな

るものとして以下のように薬学教育評価基準の改定を行いました。 

① ６年制薬学教育課程の整備と実施から、より内容重視へ 

② 三つの方針の策定・運用と学修成果（アウトカム）の評価 

③ 三つの方針に基づいた教育プログラムの自己点検・評価の実行 

改定・評価基準では、「教育研究上の目的と三つの方針」（項目１）、「内部質保証」（項目

２）、「教育課程の編成」、「教育課程の実施」、「学修成果の評価」からなる「薬学教育カリキ

ュラム」（項目３）、及び「学生の受入れ」（項目４）を重視しており、19の評価基準のうち、14

の基準がこれらの項目にあります。一方、第１サイクルで教育課程の構築・整備に主眼が置かれ

ていた内容に相当する項目５～項目８では、よりアウトカムに重点を置いた評価を目指したもの

になりました。ただし、これらの項目の評価基準は、第１サイクルの評価結果に基づいて、スリ

ム化と明確化が行われています。 

大学による「内部質保証」と機構による「外部質保証（第三者評価）」から薬学教育の質保証が

成り立っています。ここで言う第三者評価とは、各大学の薬学教育プログラムが機構の定める評

価基準に“適合”することの“認定”によって、それぞれの大学の６年制薬学教育が“社会が求め

る薬剤師養成教育の質のレベル”を満たしていることを客観的に保証することです。このような



 
 

外部質保証として適正な第三者評価を行うには、各大学におけるきめ細かな自己点検・評価（内

部質保証）が欠かせません。内部質保証とは、大学が社会から負託された使命を遂行するために

自らの教育研究活動を継続的に律するための仕組みです。改定・評価基準は、大学教育、薬学教

育の変化に対応し、大学の「三つの方針に基づく薬学教育プログラム」の向上を目指したものと

なっています。従って、この評価基準による自己点検・評価の実施と、その結果に基づくＰＤＣ

Ａサイクルによる改善を大学が行うことによって、教育の質保証（内部質保証）を図ることがで

きると言えます。 

評価基準の改定により大きく変わった点は、第１サイクルの「評価基準」は「観点をすべて満

たせば基準に適合する」という構造であったのに対して、「改定・評価基準」では、「観点はその

基準に重要な内容ではあるが、観点だけ満たしても基準に適合するわけではない」という点です。

従って、観点、注釈のみに囚われることなく、各大学の特色を存分に活かした自己点検・評価が

行われることが期待されます。 

薬剤師の国家試験受験資格については、医師、歯科医師、獣医師と同様に、大学において“全

人教育と一体となった専門教育”を修めることが必要であるとの理念から、資格科目ではなく養

成機関が６年制薬学部に限定されており、またその教育プログラムは個々の大学に委ねられてい

ます。それ故、大学は自己点検・評価をもって内部質保証を行い、それを機構による第三者評価

に託して外部質保証を受けることによって、社会に対して責任を果たすことになります。例えば、

機構による第三者評価は、薬学教育プログラムにおいて重要な位置づけにある臨床実習（実務実

習）において、薬剤師資格のない薬学生が、医療現場で参加型の実習を行う上で、社会に対して

理解と支持を得るために重要な役割を担っています。 

機構による第三者評価の第２サイクルにおいても、６年制薬学教育プログラムの質の担保と改

善の促進、さらには国民の理解・信頼を深めることを目指していることは、第１サイクルと変わ

りません。一方で、第三者評価が第１サイクルで目指した到達すべきアウトカムを重視した薬学

教育の質の保証は、未だ十分とは言い難い状況になります。第２サイクルでは、「内部質保証」、

「三つの方針（ポリシー）」の運用に加えて、教育プログラムの実質化によるアウトカム重視の

質保証に重要な「学修成果にかかる評価」を基軸とした評価基準による評価が行われることにな

ります。機構は、薬学分野別評価としての第三者評価の目的と「改定・評価基準」による評価の

在り方を大学と共有し、第１サイクルで目指した公正・公平な評価から、個々の大学による主体

的な自己点検・評価、内部質保証の取り組みを尊重した適正な評価、すなわち薬学の発展に寄与

する「外部質保証」を目指します。 


